
令和 4 年度（情報後期）離散数学及び演習（工科系数学 6，7）期末試験（1 月 26 日）（担当：情報 宮村倫司） 

学年      学科           学生番号             氏名                

１．U を a から g までの小文字の集合とする．U の部分集合を  A , ,b c d ，  B ,e f ，  C , ,a b f とする． 

(1) B C=  

(2)    A B B C =    

２．
5

5 15 20 5 ( 1)
2

n n n      ⇒
5

5 10 15 20 5 ( 1)
2

n n n       となることを数学的帰納法により次の

ように証明せよ． 

(1) 1n  のときに成立することを示せ． 

 

 

(2) n k のときに成立すると仮定すると，どのような式が得られるか？ 

 

 

(3) (2)の結果を利用して 1n k  のときに成立することを示せ． 

 

 

 

３．次の無向グラフ  ,G V E を考える． 

 , , , , ,V a b c d e f ，  ( , ), ( , ), ( , ), ( , ), ( , ), ( , ), ( , )E a b b d c d c e d e d f e f  

(1)  ,G V E が表すグラフを描け． 

 

 

 

 

(2)  ,G V E は（連結である・連結でない）．（かっこ内の適切な言葉に丸を付けよ．） 

(3)切断点，橋があればそれぞれ記号で示せ． 

 

 

４．次の無向グラフの g から c への順路でない小道をひとつ示せ．  
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５．次の無向グラフは周遊可能ではない．そこで，適当な場所に辺をひとつ追加することで周遊可能なグラフ

に変更した上で，周遊小道をひとつ示せ（できれば色の付いた線で）． 

 

 

 



 

６．図のような，節点の集合  , , , ,V a b c d e に対する無向グラフがある． 

(1) このグラフの隣接行列（Aとする）を求めよ．ただし，節点は a, b, c, d, 

e の順に並べるものとする． 

 

 

 

 

 

(2) 通常の積 2A を求め，それが表す多重無向グラフを描け． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) (2)の結果を利用してブール積 2A を求め，それが表す無向グラフを描け． 

 

 

 

 

 

 

(4) b と d を結ぶ長さ 2 の径路は      個（下線部に数字を記入）←忘れないように！！

７．次のリストが表す順序木を描け． 

      , , , , , , , , , ,a b c d e f g h i j k  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．次の数式（中置記法）の構文木を描け．また，

前置記法で書け．空白，かっこを省略しないこと． 

       3 2 3 1 5 1 3       

前置記法 

 

図 
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